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ＵＳ株価分析の手法解説
【 弊社専用アプリケーションBasic版の活用事例です 】
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過信は禁物である事を見出し５でご確認ください。

弊社が賃金分析で実績あるビジュアルな株価分析の仕組みをご案内しますが、
過信は禁物である事を見出し５でご確認ください。

【 数字は本文の見出し番号です 】【 数字は本文の見出し番号です 】
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１．株価の構成要素を抽出する

Ⅰ．基礎体力としての構成要素

市場株価は、企業の基礎体力

だけで決定されません。

本図以外にも下記の重要な

要素が存します。

Ⅱ．いわゆる「信用倍率」

信用取引による売り残高と買い

残高の比率が重要です。

Ⅲ．同「安定株」と「変動株」

年間を通して、銘柄毎に価格変動

の大小は、「高値」「低値」及び

「変動倍率」として重要です。

株価の構成要素は収益面、資産面及び資本効率に三分類
「効率」は、対自己資本「ROE」と対総資本「ROA」に分かれます
配当金は、収益の分配として収益に含まれます

株価の構成要素は収益面、資産面及び資本効率に三分類
「効率」は、対自己資本「ROE」と対総資本「ROA」に分かれます
配当金は、収益の分配として収益に含まれます
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• アプリには、株価分析に役立つ多様な企業データが登録されています

– 本画面は、基本情報入力フォームの一部です

２．多様な企業データを入力
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３．プロット画面から値頃な株を探す－
そのⅠ　回帰分析の操作パネル

効果的な
選択肢を！

先ず相対的に安価

な銘柄を抽出する仕組
みをご案内します

単に市場株価を配

当金額で分析するだけ
では効果が低いです

赤枠の選択肢を活

用して、比較する企業
を絞り込んで分析しま
す

絶対価格の高低に

囚われず、相対的に安
価な銘柄を探します

先ず相対的に安価

な銘柄を抽出する仕組
みをご案内します

単に市場株価を配

当金額で分析するだけ
では効果が低いです

赤枠の選択肢を活

用して、比較する企業
を絞り込んで分析しま
す

絶対価格の高低に

囚われず、相対的に安
価な銘柄を探します
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４．プロット画面から値頃な株を探す－
そのⅡ　回帰分析のグラフ

基準線の－10％ラインを下回る14と15は相対的に低価格な銘柄と言えます基準線の－10％ラインを下回る14と15は相対的に低価格な銘柄と言えます

人的＆仕
事＆成果
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５．基準線からの回帰と分散

この６番は本当に値
上がりするのか？

この６番は本当に値
上がりするのか？

この３番は
本当に値下
がりするの

か？

個々の株価は基準線に回帰する傾向を有するのは確かだとしても、投資には不安が個々の株価は基準線に回帰する傾向を有するのは確かだとしても、投資には不安が

「吹き出し」の呟きは、投資する当人には尤もな不安です。価格変動だけの「値ご
ろ感」と同じく、回帰分析だけの「買い得感」で決断は危険です。

「吹き出し」の呟きは、投資する当人には尤もな不安です。価格変動だけの「値ご
ろ感」と同じく、回帰分析だけの「買い得感」で決断は危険です。
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６．回帰分析以外の手法－そのⅠ
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本図は回帰分析より簡易な手法ですが、対象企業を充分に絞ってますので有効です本図は回帰分析より簡易な手法ですが、対象企業を充分に絞ってますので有効です
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７．回帰分析以外の手法－そのⅡ

プロットマーク
に沿った上昇カー
ブを描画します！

プロットマーク
に沿った上昇カー
ブを描画します！本システムは、描画

したラインを数値に変
換して出力します

本システムは、描画
したラインを数値に変
換して出力します
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８．統計学的な一般論と補足

【補足★】
１－１　登録企業が一定数以上でなければ、プロット画面から分析不可です。
　　　ただし視覚可能範囲の分析ゆえ、数が多過ぎても逆効果です。
　　　また、登録及び更新作業自体が手間ですから、その意味でも一定の範囲　
　　　である事になります。
２－２　上級版には重回帰分析システムが装備されています。
　　　　

【補足★】
１－１　登録企業が一定数以上でなければ、プロット画面から分析不可です。
　　　ただし視覚可能範囲の分析ゆえ、数が多過ぎても逆効果です。
　　　また、登録及び更新作業自体が手間ですから、その意味でも一定の範囲　
　　　である事になります。
２－２　上級版には重回帰分析システムが装備されています。
　　　　

1. 株価のプロット画面からの分析が効果的である基本的条件として
1. ★登録企業数が一定数の範囲であること
2. 配当金「０」やＥＰＳが「－」の登録企業が多数では、逆効果となる

2. アプリケーションが付加する有効な機能として
1. プロットマークから株価情報をインフォメーションできること
2. ★重回帰分析（多変量解析）が装備されていること
3. 年度更新が可能であること
4. 累積した投資額や収益等が管理できること
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